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 い が,添 加 した もの は實 験範團 に 於 ては 其 等の添加 量には關係 な く大 膿一 定の 値 を示 して ゐ

 る.之 等の 中で最 大酒 精 量 を得 る最適添加量 は (NH,)2SO4叉 は(NH,)2HPq O12g/100 c.c.,

 K2HPO402g/ヱ00c.c.で あ る.

  低温「タール」より内燃機關用燃料製造に關する研究

                  (第 3報)

          含 水 「メ タノール 」 に よ る酸 性 分 の除 去

               舟  阪   渡

    .  ・ 横 川 親 雄

               須 賀  操 雫         纂

  低温 「クール」は25～45%に 及ぶ酸性油を含んでゐる.こ の酸性油は各種芳香族 「アルコー

 ル」の混合物で化學工業の原料として貴重なものである・更に低温 「タール」よりこの酸性油

 を分離すると,』その母膿である炭化水素油の債値も増大する.

  從來この目的に用ぴられていたのは苛性 「ソーダ」溶液による分離方法である.こ の方法で

 は分離は確實であるが,酸 性油及び 「ソーダ」の回牧に相當な経費を要する鉄黙がある.之 に
除

 射 して今日迄有機溶齊1による抽 出を始めと}ろ 各種の分離方法が試みられているが,筆 者は從

來籐 り研究されていない 「アルコール」類及び有機 「ア ミン」類 による溶剤抽出法に就いて實

 験 し,こ の中含水 「メタノール」法により好結果を得たので之に就 いて簡軍 に報告する.

 ＼試料は日産液艦燃料株式簿祠=より供給 を受 けた低温 「タール」粗中油 を使用 した・(酸 性油

含量は40%)而 して,一 定量の試料を分液漏'トにとり,之 に適當量の揮磯油を添加 して稀揮 し

 激 しく振盈 し,次 いで魍當量の 「メタノール」 を加へ,5分 闇激 しく振温 した後,敏 時間放置

 して上下二暦に分 け,爾 相か ら蒸溜法により夫々抽出油及び精製湘とに分離 した・

 先づ無水 「メタ ノール」を溶剤とする抽出實験を行つた・その結果無水 「メクノール」は低温

 タールの酸性油 に封 し非常に大 きい抽出力を有するが,そ れ以外の成分 もかな り抽出されるこ
                

 とが明 らかになつた.丈 揮焚油の添加量は抽 出致果に大 きい影響 を及ぼさぬことを知つた.以

上の結果 よ壕 「メタノール」を水で稀澤すれば中性～由分に野する溶解度 を減少さぜることが出

來,一 方酸性油分の如 き極性 を有するものに封 して選揮的抽出力を増大させ得 ることが考へ ら

れ るので,種 々な濃度の 「メタノール」水溶液にょつて抽 出實験 を行つた・ 帥ち,「 メク ノー

ル」の濃度 を100%か ら95%に すると急激に抽出力が減少するが ,抽 出油中の(酸 性油)/(中
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性 油+臨 基 性油)の 比 は増 大 して くる・又70%以 下 で は抽 出力は甚 だ小 さい.こ の結果 よ り大

醗80%程 度 が適 當で あ ることが認 め られ た・更に この濃度 の含水 「メタ ノール」 を用ぴ溶剤量

を墾 化 させ て抽 出 を行 ぴ,試 料 に封 し約 倍量の溶 剤 を使用 すれば 充分 好結果が 得 られ ることが

明か となつた.以 上 の結 果 を簡 軍 に纒 めて下表 に示 した・

  圖  表

  試  料(wt%) 100100100100100100100100100、100

  重容  齊il 量 (")        50    50    50    50    50    50    50   50   1GO   200

  flメタ ノeル 」 濃度(")100  95'  90  85  80  70  60  80  80  80

  抽 出 油(wt%) 85 58 50 42 39 23 939・40 42
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  精  製  訓由 (wt%)      15   42   50   58   61   77   91  61   60   58

{1鋪1∴ 漏 鍼 盗縮 、晶 昆
   操作温度ハ常温

      低 温Lダ ーが よ り 内 燃 機 關 用 燃 料
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 低温 「タール」よ り内燃機關用燃料を製造するに際 し,問 題となるのは,酸 性油の申性油化

で あつて,こ の事に關 しPhenol及 日産液膿燃料株式會肚製低温 「タール」粗中油 を試料とし
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